














































第 1 回 1861（文久元）年 2 月（領事代理） 数か月後
第 2 回 1867（慶応 3）年 6 月（代弁領事？　同年領事に昇格）1871（明治 4）年
第 3 回 1873（明治 6）年 6 月 1880（明治 13）年 10 月

























































































































































いて述べたい。杉浦は 1869（明治 2）年から 1877（明治 10）年まで函館
支庁のトップにいた。彼は徳川幕府の幕臣で 1866（慶応 2）年から 1868（明
治元）年まで箱館奉行を務めた「杉浦兵庫頭誠」その人である。









































1869（明治 2）年 8 月、東京で開拓使権判官に任命された杉浦は、準備
期間を経て 11 月下旬に東京を発ち、約 1 か月かかって函館に入った。旅の
途上でも函館でも、戊辰戦争の戦禍の跡が彼の胸をうったが、彼は漢詩を作
ることで、旧幕臣としての感情をそこに封印した。





































































































関）は 3 年を 1 期とする結社組織で経営されていた。ユースデンは趣旨に



























































































































ユースデン引退の 12 年後、渡辺は 1892（明治 25）年 3 月から翌年 1
月まで息子と共に欧米各国の文化事情を探る長期旅行をした。その際に英国
でロンドンの水晶宮そばに住むユースデン夫妻を訪ね、久闊を叙している。
















































２）1857（安政 4）年 4 月、貿易事務官として来箱した。米国の法により
当初は無給であった。1865（元治元）年 1 月、正式に初代領事となる。
彼もユースデンと同様、自国での職歴は不明。気さくで有能だったが、
気さくすぎて奉行所も扱いに困ることがあった。彼は手作りで監獄を作
り、牛を屠殺し、奉行に肉を贈ったりした。外国船に肉を売り、ビジネ
スにも成功した。また、当時横行していた密輸を自分のビジネスのため
にも厳しく取り締まった。
３）1．6．1 にあげた「西洋洗濯伝習所での夫人の寄与に謝礼の品を送りたい」
という申請書類（資料③）にさえ彼女の実名はなく「アールユーステン
妻某氏」と記されているのみである。ユースデン自筆の手紙はフォーマ
ルな場での常識に従い、妻に言及するときは ‘MrsEusden’ と記述して
いる。英国側の資料は未見である。
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